
１.

1768年に出版された『版画論 (An Essay on
 

Prints)』の中で、ギルピン(William Gilpin)が「ピク

チャレスク(picturesque)」を“a term expressive of
 

that peculiar kind of beauty,which is agreeable
 

in a picture”と定義していることや(Gilpin 1768

xii)、その規範とされたのが17世紀にイタリアで描か

れたクロード・ロラン(Claude Lorrain)などの風景画

であったことはよく知られている。この頃からイギリ

スではピクチャレスク・ブームが起こり、観光や庭園、

建築など多彩な分野でその影響が表れて来る。しかし、

イギリスの絵画そのものへの影響はこれまで余り注目

されず、ピクチャレスクの研究において論じられるこ

とは少なかった。そこで本稿では、ピクチャレスクの

風景画の中からポール・サンドゥビー(Paul Sandby,

1731－1809)の作品を取り上げたい。サンドゥビーは、

今日では殆ど知られていないが「イギリス水彩画の父」

と呼ばれ、『版画論』と同じ年に創設されたロイヤル・

アカデミーの最初のメンバーの一人だった 。風景画

を下位に置く初代会長レノルズ(Joshua Reynolds)の

理念に沿って、創設時の会員には肖像画家や歴史画家

が多く、風景画家はサンドゥビーとウィルソン

(Richard Wilson)ら３人にすぎなかったが、翌年の展

覧会では驚くべき数の風景画が出展されたという

(Radford２)。この時代に風景画の人気はやはり高か

ったのである。サンドゥビーはアクアチントを使って

風景描写を広めた画家であるが、ギルピンの旅行記が

関心を集めた理由の一つも挿絵へのアクアチントの導

入だったことが示しているように、画家としてのサン

ドゥビーの活動期はちょうどピクチャレスクの流行の

時期に重なっている。

２.

多作だったサンドゥビーの作品の中からここで取り

上げたいのは、1794年に描かれた２枚の風景画である。

産業革命や農業革命の影響が浸透し始めて社会構造の

変化が生じ、さらに国王が処刑されたフランスとの戦

争が始まっていた1794年は、U.プライス(Uvedale
 

Price)とナイト(Richard Payne Knight)がそれぞれ

の代表作を出版した、ピクチャレスクの変遷の中で節

目となる年だった。この年にサンドゥビーは、「ヴィン

タ ー の 景 観 (A View of Vinters at Boxley,

Kent, with Mr. Whatman’s Turkey Paper
 

Mills)」と「朝 (Morning)」という二つの風景画を制

作している。「ヴィンターの景観」は、ダニエルズによ

る詳細な分析があるので、それに基づいてまずこの作
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品を概観してみたい 。この絵は典型的なピクチャレ

スクの構図のもとに描かれた風景画で、画面の左右に

はサイド・スクリーンとなる木々が配置され、それら

に囲まれた空間は近景・中景・遠景の三部構成になっ

ている。近景右寄りには牛を追うミルクメイドが、左

寄りには馬に跨がった農民紳士が配置されている。中

景では生け垣の間をステージ・コーチが疾走してゆき、

その向こうの芝地の中に大きな建造物が建っている。

木々の点在する芝地の斜面は徐々に昇り勾配になって

森に至り、さらにその遥か向こうの遠景にはそう高く

はない山の稜線が薄暗く伸びている。その上は雲のか

かった青空で、それが画面の半分以上を占めており、

ピクチャレスクの風景に典型的な比較的低い視線から

全体は捉えられている。

以上のように、形式面においてこの風景画はギルピ

ンらが描いたピクチャレスク的風景のプロトタイプに

従っている。しかし、そこに描かれているのは典型的

にピクチャレスクだとされるような牧歌的でノスタル

ジックなイギリスの田園風景ではない。この風景描写

の細部を検討すれば、制作された時代特有の状況が数

多く認められる。絵の中央に位置する大きな建物群は、

ギルピンやクロードの風景にしばしば登場する廃墟な

どではなく、タイトルにも入れられたこの絵の依頼主

であるホァッツマン(James Whatman II)の製紙工

場である。稼働中と思われる工場からは煙が立ち昇っ

ており、右側の白い建物は出来上がった紙を乾燥させ

るための施設である。一方、依頼主の住居はその奥の

丘の上に小さく描き込まれているだけである。十代の

頃に地形図描写の専門家としての訓練を受けたサンド

ゥビーは工場群を極めて詳細かつ正確に描き出してお

り、当時イギリスで最大だったこの製紙工場が風景の

中心点をなしていることは明らかである。1860、70年

代にサンドゥビーはエステート・ポートレイトをしば

しば描いていたが、この絵の依頼主が旧来の地主階級

ではなく新興の商業階級であり、それに伴って描かれ

ている中心の建物が邸館ではなく工場である点は、資

本家層の台頭し始めた18世紀末の時代を象徴している。

また、この絵が描かれている紙がホァッツマンの工場

で作られたことは、紙の透かしの模様から明らかであ

る。

この絵の舞台となったケント州は、「イングランドの

庭」と呼ばれる一方でロンドンに近いこともあって商

業活動が活発だった地域であるが、前年に始まったフ

ランスとの戦争の最前線でもあった。同じ1794年にサ

ンドゥビーは近郊にあるロチェスター城(Rochester
 

Castle)を描いているが、この城は外敵を退けて来たこ

とで歴史上有名な象徴的な砦である 。一方、この風景

のあちこちに円錐形のものが点在しているのが目につ

くが、これは地域経済を支えたホップが乾燥されてい

る様子である。つまり、依頼主の財産だけではなく、

地域の共有財産である地場産業も描き込まれている。

「ヴィンターの景観」は、豊かで安定したイギリスの

理想化された姿でもあった。ダニエルズは、この地域

が「フランス全土より豊か」であってホァッツマンの

紙はフランスのそれよりも上質であると当時言われて

いたことに触れている 。所有者ホァッツマンは、この

年すでに工場を売ろうとしていた。それゆえ、理想的

な環境の中に置かれた巨大な工場はその財産価値を強

調するという現実的な目的ために描かれており、さら

に地域の豊かさの描出は革命期におけるナショナリズ

ムの高まりを伝えるという効果を持っていると言える。

このように、「ヴィンターの景観」は典型的なピクチャ

レスクの構図を有しながら、ピクチャレスクが否定し

たと考えられている生産性や表象性に満ちあふれた風

景画なのである。

この絵画を、10年以上前にサンドゥビーが描いた「ヴ

ェイル・クルーシス修道院(Valle Crucis Abbey)」と

比較してみたい。まず、両作品の構図は共通している。

サイド・スクリーンは木々で左側が小さく右側が大木

であり、その間に囲まれた空間には牧場の風景が広が

っている。そこには牛とミルクメイドがいて、その向

こうは中景に建物が見える。一方で、両者の相違点も

また明らかである。「ヴェイル・クルーシス修道院」で

は、左右の木々のうち左側は健康な若木、右側はうろ

(樹洞)のある老大木と、意図的に対照的な配置になっ

図１ “A View of Vinters”

図２ “Valle Crucis Abbey”
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ており、人生のサイクルのアナロジーと解釈できる。

その間の空間の焦点になっているのは修道院の廃墟で

あり、クロードらのピクチャレスク風景の定番である。

左側の若木のところと画面中央の牧草地にそれぞれミ

ルクメイドがいるが、前者はおそらくは牛乳で一杯に

なった桶を足元に置いているのに対し、後者は長い角

を持った雄牛に追いかけられるという、コミカルな対

照性を持っている。これもまた、盈虚に富む人生を表

象するアナロジーだろう。この絵が描かれたと考えら

れる1770年代はちょうどギルピンが毎夏のようにピク

チャレスク・ツアーに出かけていた時期であり、サン

ドゥビーのこの絵もピクチャレスクに関心を持つ鑑賞

者に向けて描かれたと言える。しかし、構図は似てい

ても両作品の細部にはかなりの違いが認められ、サン

ドゥビーが年を経てピクチャレスクの定型的風景から

離れて行ったことが見て取れる。

３.

次に、同じ1794年に描かれ翌年のロイヤル・アカデ

ミーに展示された「朝」の風景に目を移したい 。「ヴ

ィンターの景観」と並べると、左右に配された木々、

前景の労働する人々、木々の間に挟まれた奥行きのあ

る明るい風景、画面の中央よりやや下にある稜線の高

さなどはほぼ同じである。しかし、「ヴィンターの景観」

と比べた場合、「朝」の風景は全体として全く異質な印

象を免れない。木々の間に開けた左寄りの空間には依

頼人の邸宅等は無く、セヴァーン(Severn)河畔に繁栄

する入り江が見えているだけで、それも小さすぎて具

体的な産業活動は読み取れない。一方で、右寄りにあ

って大枝を伸ばしたブナの大木が画面の半分以上を占

めており、この絵の主役であることは間違いない。18

世紀末は深刻な森林伐採の拡大があった時代で、サン

ドゥビーがここで描いているような古木は少なくなっ

ていた。彼はこのブナを綿密に観察し、幹のオリーブ・

グリーンの微妙な色彩、付着した苔や地衣類、うろ、

その幹から出た枯れた下枝、上部に広がる密な葉、大

木を支える巨根などといった、古木の複雑な景観を極

めて精緻に描写している。

この絵は、ピクチャレスクの多様性や錯綜指向を表

しているだけではない。特に苔や地衣類は、後に見る

プライスやナイトと同様に、目立たない植物の生態へ

の新しい関心の萌芽を示している。また、プライスは

巨木の根は「素晴しくピクチャレスクで特徴的」であ

るとし、「特にブナの木」の根は「ドラゴンの爪で大地

をしっかり摑んでいるかのよう」(Price 1796ed.1：

41n)だと大地への密着性を強調しているが、まさに

「朝」のブナの根はそれに当てはまる 。「ヴィンター

の景観」にも、大地に根を張った大木が描きこまれて

いる。右側の木はトネリコであるが、多様な用途ゆえ

にケント州で重宝されたこの木を、「朝」のブナほどで

はないにしても画家は細かく描いている。繁茂した葉

や太い木肌は繊細に描かれ、複雑な根や下生えは次第

に生け垣に変化し、その生け垣に沿って踏みならされ

た生活道に地域の労働者がいる。ダニエルズも言って

いるように、このような描き方も極めてプライス的で

ある 。プライスにとって、これらは自然と地域の生活

との「結びつき(connection)」を表す例であると言える

だろう。

もう一つ、見逃せない共通点が二つの絵にはある。

「朝」で描かれたこの場所はウィンザーの森であるが、

当時は狩猟の場として王室の管理のもとにあったこの

森を、サンドゥビーは特別な許可を得て描く機会に恵

まれた。人間の手が余りはいっていなかったこの森の

木々を彼は詳しく観察して作品を残しているが、ポー

プも題材にしたこの森は当然のことながら政治的表象

性も有していた 。この地は王の住まいであるだけで

はなく、森の木々は船になって大海にのり出して帝国

の権力を世界に知らしめ、またここを流れるテムズ川

は国の商業の大動脈でもある。つまり、ウィンザーの

森のトネリコの大木は、王室のそして国家の象徴であ

り、「ヴィンターの景観」同様、「朝」にもナショナリ

ズムの影が読み取れる。

1794年に描かれたサンドゥビーの二つの風景画には、

以上のように、近代産業の興隆や社会・政治情勢の表

象といった側面から、生物学的関心や地域への視点な

どといった新しい面まで、多様な要素を認めることが

できる。これらの諸要素は、これまで強調されて来た

構図重視のピクチャレスクの形式主義や理想化とは相

容れないように思われるが、サンドゥビーの風景の中

では見事に共存している。ピクチャレスク流行の後半

になると、定まった形式の中で画家達は多様な価値観

を表現するようになっていった。さらに、「朝」におい

てはピクチャレスクの風景に典型的な構図自体でさえ

も不安定になっていることは間違いない。

４.

ピクチャレスクとは、その名が示す通り絵画、特に

風景画を準拠枠とする芸術表現様式であるが、その流

行の拡大と共に芸術の域を出て観光や庭園を始めとす図３ “Morning”
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る様々な分野に広がっていった。例えば、18世紀後半

は農業革命が進行していった時代であり、『農業年鑑』

などの出版物において技術改革の提案や各地の農地報

告などが行われたが、そこにもピクチャレスクの視点

は明瞭に現れている 。また、農業振興の結果による人

口増に合わせて新たな住居などの建設も盛んになるが、

建築分野にもピクチャレスクの影響は認められる。建

築への影響を考えるには、ポール・サンドゥビーの10

歳上の兄トーマスを紹介するのが適切だろう。この兄

もまたロイヤル・アカデミーの創設メンバーで、画家

であると同時にアカデミーの初代建築教授でもあり、

弟子にはJ.ソーンやガンディーらがいた。トーマスの

建築観は彼がアカデミーで行った「講話」の記録から

読み取れる。その特徴は、クリストファー・レンらの

古典主義的建築哲学を基本にしながらも、そこにピク

チャレスクの風景観を取り入れている点である。トー

マスは、建築の基本的価値をシンメトリーやプロポー

ションといった外観の属性に置きながらも、建物がそ

れを観察する側に与える一連の感情に注目した。その

際に彼は、観察者が移動することによって建築物の外

観や内部の様子が変化してゆくこと、そしてそれを考

慮に入れて設計すべきことを説いた。これはピクチャ

レスク・ツアーにおいてツーリストが移動したり或い

は庭園内において鑑賞者が歩き回ることによって、そ

れぞれその眼に映る風景が変化し、それが心の中に

様々な感情を引き起こす、という作用を建築に応用し

たものである。建築は美術や観光、庭園などとは違っ

て極めて実用性の高い分野であるが、そこにもピクチ

ャレスクの美学は関わっていったのである。

バレルやバーミンガムを始め、ピクチャレスクは風

景を一般化あるいは理想化することで田園に起こった

実際の変化を隠蔽するものだったとする批評家は多い。

また、パーソンズのようにピクチャレスクをフォーマ

リズムの先駆者であると一定の評価をする者もいるが、

いずれもピクチャレスクの一面しか見ていないように

思われる(Parsons 37-９)。ピクチャレスクが流行し

た18世紀後半は、産業・農業革命やフランス革命を背

景にして社会が急速に近代化し始めた激動の時代であ

る。急速な時代の変化に応じて風景自体やその捉え方

も大きく変わり、多様な分野に渡ってその影響を拡大

していった。それらを具体的に検証することは、ピク

チャレスクの多面性や変容を検証してゆくことに繋が

る。それによって、ピクチャレスクの本質とその意義

を正当に評価できるだけではなく、次のロマン派を見

つめ直す手掛かりも得られるだろう。

注釈：

⑴サンドゥビーの生涯についてはHermann 2004を、画家とし

てのサンドゥビーの概要についてはBonehill et al.13-27を

参照。

⑵Daniels 23-54.他にBonehill 216.

⑶ダニエルズは、中景の「飛び跳ねる白馬」をイギリスの防衛の

歴史のエンブレムと解釈している(Daniels 39)。

⑷当時、ホァッツマンの工場で生産される紙の質は最高とされ

ており、レプトンのレッドブックもこの紙を使っていた

(Rogger 69)。およそ100年後、夏目漱石も最初の小説『我輩

は猫である』(1905)の冒頭近くで、「吾輩の家の主人」が「何

を買って来たのかと思うと水彩絵具と毛筆とワットマンとい

う紙で今日から謡や俳句をやめて絵をかく決心と見えた」と

書いている。

⑸この作品は、ロンドンのヴィクトリア ＆ アルバート・ミュー

ジアムに「ブナの古木(An Ancient Beech Tree)」というタ

イトルで所蔵されているが、ロイヤル・アカデミーに出展され

た時は「朝」というタイトルだった。

⑹没後200年を記念してノッティンガムで開かれたサンドゥビ

ーの展覧会の際に出版された画集の解説の中で、ボーンヒル

も画家サンドゥビーと理論家プライスの共通点として木の根

の描写に注目している(Bonehill et al.230)。また、ギルピン

も後期の作品である『ニューフォレスト森林観察』では、木の

根は立派で大きい程「大地にしっかりと根を張って」おり、高

く盛り上がっている程よりピクチャレスクだと言っている

(Gilpin,Remarks 1：19-20)。

⑺ダニエルズは木の表現をめぐる「ヴィンターの景観」とプライ

スの「ピクチャレスク論」との共通点を指摘しつつも、工場の

存在や皮をはがれた楡の木に言及してこの絵全体としては生

産性の要素が勝っているとしている(Daniels 48-９)。

⑻ポープが描くウィンザーの森は理想郷のミクロコスモスでも

あると言えるが、その風景とクロード・ロランが描く風景との

類似性をローゼンタールは指摘している(Rosenthal 52)。

⑼拙論「農業と風景美―ラグルズ『ピクチャレスク農法』」『和歌

山大学教育学部紀要』(第64集 2014年)参照。
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図版：

図１

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ec/

Paul-Sandby-A-View-of-Vinters-at-Boxley%2C-Kent%

2C-with-Mr.-Whatman%27s-Turkey-Paper-Mills---
Google-Art-Project.jpg

図２

https://commons.wikimedia.org/w/index.php?sort＝

relevance&search＝valle＋crucis＋abbey＋sandby&title＝

Special%3ASearch&profile＝advanced&fulltext＝1&
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